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  Why do we educate children? 












もらってるな。でもこれは僕のために出して くれているのかな」とい う人 もいるか もしれな
い。で もそれは大学のことであって、たとえば小学校は基本的に無償での義務教育だった。



















んその可能性 もあるがそれ以上に、本人が意識しているような 「意図」 は、「実際にその人
がその ような行動をとるようになった原因」を十分に反映しているとは言えないのではない
かと多 くの社会学者は考える。たとえばアメリカがなぜイラクと戦争を行ったのかについて、














それに他者が干渉する動機 は原則としてない(は ずである)。(5)　それで も、言葉上の定義


















が成 り立つその程度に応 じて、上記の仮説の有効度も決まって くるといえるかもしれない。
逆にいえば、その条件が満たされない場合には、別の仮説を考える必要がある、ということ
にもなる。
　 ところで、学校で学ぶ ものはいわゆる知識だけでなく、集団生活のあ り方や道徳なども含
まれるが、そういったことに しても最終的には 「どのような人との接 し方が社会から評価 さ
れるか」 という知識 と技術の体系 と言えなくもない。そ してそうした知識は最終的に、たと
えば所得 という形でお金 に換算される。人里はなれて自給自足の生活を送るでもない限 り、
私たちは、貨幣によって定められる交換価値の体系を逃れることはできない …　　 。






のつかない部分が含 まれ、そうしたなかで誰 もが互いの動 きを見守 りながらそれぞれの不完
全な予測 と期待 に基づいて行動し、それが新たな価値体系を作っているのである。(そ のもっ
とも見えやすい姿が株式相場 といったものである)。
　個人か ら集団となれば価値 を決定する力はより大きくなる。教育の場において学ばれる













　 もっとも、こうした文化には別の価値のあり方 も考えられる。それは限 られた特権者たち




　これはできるだけ多くの人 と 「この」喜びをわかちあいたい、というあり方 と正反対の在
りようであり、自分の属する集団の外の人間に対する差別 と無関心を前提 としていると考え
られる。おそらくこうした社会においても共感の価値に変わりはないか もしれないが、あら






にざかい)の 垣根がより低 くなっていったとき、文化の価値のあ り方も大きな変容を遂げ、
差異化と神秘化から共感へとその重心をず らしていった もの と考えられる。それによって、
学校 といった教育機関を積極的に利用することで自分たちの文化 を広げていこうという動 き
が活発化 したものと想定される。教育はそうした知識共同体の共通資産の保持という機能を
持つようになるため、単なる一部の者の善意の活動とい う状況から、フリーライダー(た だ







































たん進み出 した ら後は自動的に進行 していく過程の一要素 として理解されることになる。















　の気持ちを起 こさせるように仕向け、しかし実際にはそうした知識 を完全に譲 り渡す
　 ことはしない。
　 ところでこの仮説、(名付けて 「教育介入=階 級支配　仮説」)が これまでの仮説と異なる
点は、下層階級には自分の利益に従って行動する、という合理性を認めないところにある。
この仮説が示す利害構造からすれば、彼らは教育に参加する理由は何 もなく、む しろそれを








　他 に もまだ まだ別の仮説はたて られるか もしれないが、 と りあえず これ ら4つ の仮説 を検
証 する ことを考 えてみたい。
　 しか しその前 に、そ もそ もどのよ うに して これ らの仮説が 出て きたのか、その種明か しを
してお こう。
　 まず 、教 育は 自分 自身のためなんだ、とい う考え方。そ してそれ とセ ッ トになるよ うな、
教 育を受け る権 利、機会の平等を保 障すべ きとい う考え方。個 人主義の浸透 した現代 では比
較 的常識 的 とも言 える。
　利 己主義的 な考 え方の枠内で、こ うした利他的行 為 とい う もの を考 える、 とい うのは古 く
はギ リシャの ソフィス トたちに遡 るこ とがで きる。 また もうち ょっと近い ところで探す と、
ア ダム ・ス ミスを読む といいだろう(ブ ックガイ ド参 照)。 実際 に読 んで みる と、 こ うした
古典 が今で も読 まれ てい るの は、「昔の ことが知 りたい」 とい うよ うな興味 とか、「こんな難
しい もの を俺は読んで るんだぜ」 とい う自慢 をするため、 とい う以上 に、 やっぱ り僕 らが今
の社会 を生 きてい く上でぶつかる様 々な問い に、彼 らが答 え ようと してい る。 しか もほぼ何









めに協力 し合う、 ということこそ本質だ」 という考え方だ。こういう考え方を知ると、たと
えば受験戦争みたいな、世の中のありとあらゆるく競争〉への見方が変わってくる。
　 「見方が変わる」 ということが、感動的であるためには、それ以前にある見方を強 く信 じ
きっていることが必要だ。何となく信 じるのではなく、強 く信 じて、その信念に向かってまっ
すぐ行動すること、これが大事なようだ。
　僕の場合、こうした本 との出合いが、社会の見方の転換 になったのは、それまでに競争の
プレッシャーをまともに浴びて、そのネガティヴな部分ばか りが身にしみ、大 きな競争か ら
は降 りて、自分でも勝つことのできるようなマイナーな競争に逃げていくということを繰 り
返 していたか らのようだ。で もそうして逃げていくと、そのうち文字通 りの 「一人相撲」み
たいな、虚 しい孤独な状況にいたることを知った。そうして初めて、競争のポジティヴな意
味を悟 るようになっていった、そんな経験があった。
　 どんな人生を生 きてきたかで、どういう理論がッボにはまるかは違うと思 うが、社会学の
様々な理論のどれかは、自分の人生を変える見方の転換にきっと言葉を与えて くれると思 う。
　 「国家形成仮説」 についていえば、前の仮説のところで 「啓蒙主義」 なんて言葉 も出てき
たけれど、歴史に関する知識がそのベースになっている。仮説の検証の過程でも、当然こう
した 「事実に関する知識」が必要になるが、そもそも仮説を立てる段階から知識は必要なの




だろう。そ うした実感があって、「勝手に進んで行ってしまう」という部分 を理論化 してい
くという作業があったのだと思う。こうした考え方は社会学の中心をなす思想なので、その
まま認めるにせよ反発するにせよ、古典といわれる社会学の本を読めば大抵関係 している。





　 3番 目の仮説が、「社会全体が勝手に進んでいって しまう」 という違和感であるならば、
この4番 目の仮説は、「俺が大変な思いをしているのはあいつらが悪い」 というように、社
会全体の問題ではな く、その部分である特定のグループに問題を帰結 させる実感 としての陰
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育に介入 している動機、 といったものではなく、そうした制度を改変 した方向性についての
動機、 ということになる。それぞれの時代における人びとの 「現在」に対する態度は概ね、
よほど大 きな問題が起こっていない限 り状況をそのままに受け入れる、 といったものになる









仮説が否定 されたからといって、他の時代や社会状況でもそれは必ず しも否定 されるわけで
はない、ということである。ただしここが難 しいところだが、状況が少 しで も違えばあては
めるべ き仮説 も違って くるというのであれば、すべてが 「特殊な状況のせい」 ということで
片付けられてしまい、仮説の検証など不可能になって しまう。ゆえに、それが特殊状況であ

















クガイ ドにある通 り。同じ 「教育史」でも 「教育思想史」の類はあまり役に立たない。社会
学のデータとして利用 したいのだから、当時の社会情勢 との関係で教育を論 じているものが
必須 となる。読むべ き箇所はとりあえず絶対王政のあたりからでよいだろう。












トする(1876年)。 こうした一連の動 きに関し、これまでに挙げた4つ の仮説がどうあては















*教 育内容 と階層の関連性(特 に古典的教養 と実学の位置づけ)
*複 線型/単 線型体系 と階層の関連性
が特 に重視 されてお り、 ここか ら1～4の 仮説 につ いて検証 してい くことになるだろ う。
　 さらに他 の国 について も考 えていってみ よう。健 闘を祈る。
注






(4)　 ここでは、教育を受けるか受けないかに関する判断 ・決定を行 う主体と、その教育を
　　受けることによる利害計算の対象 して、教育を受ける本人と家族 とを同一視 している。
　　特に教育を受けるのがこどもの場合、そうした決定はいわゆる保護者がすることが多い
















　　意思疎通ははかれない一 が、そ うした能力を用いて生み出 したものは外国で も評価さ
　　れる。その意味で、言語能力 といった価値はローカルでかつ普遍的な意味を兼ね備えて
　　いる。
(8)　 フリーライダー(た だ乗 り)は 経済学の用語で、道路や施設、公園などといった多 く
　　の人にとって有益 なものを、自分はその建設 ・運営の資金負担 をせずに利用する者のこ
　　と。それを利用する者が利用する程度に応 じて資金負担をすれば、必要なところにお金
　　が集 まり、不必要なところにはお金がいかず より合理的な建設を進めることができる
　　(受益者負担の原則)。 だが、誰が利用 しているかを厳密に区別 し利用状況を監視 して、
　　彼 らから利用料金を徴収することが難 しかったり、そのコス トが割高になってしまった
　　 りする場合には、潜在的な利用者層全員から税金というような形で強制的にお金を集め
　　るしかない。





(H)　 「ポジティヴ ・フィー ドバ ック」のもっともわかりやすい例は、ハ ウリングという
　　現象である。スピーカーの出力がマイクの入力にはいるという循環が成立すると、アン
　　プが小 さな雑音をどんどん拡大 していく。
(12)　 社会学では、 どんなにもっともらしい仮説が立てられて も、それをなんらかのデー









(14)　 ただし階層別の複線的な学校体系 とは別に、家庭教師によるような教育 と学校教育
　　 という区別が社会階層 と強 く関係していた時期があった。梅根(1967)に よれば、封建制
　　から絶対主義へ向かう時期においては、学校そのものが新興階級の温床であり、貴族の
　　子弟はむしろ家庭内や宮廷に小姓 として上がることで教育されていた。こうした区別が
　　 どのように解体 してい くかこそが、2の 仮説と関係して くる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 ブックガイ ド
　まずは註1に 挙げた本 を読むと良いだろう。この文章 と似たような目的で書かれたとて も
わかりやすい本だ。しか しその本はもともと中学生を対象 としている。大学生はぜ ひ以下の
ような本にも挑戦して欲 しい。
〈理論編〉
・ アダム ・スミス　 『国富論」　 大河内一男監訳　中公文庫　1978年
　 「どんな人だって、まずは自分のために動いている」 と決めてかか り、そこから様々な現
象を解釈 していこうとすると、意外に大抵のことが説明できて しまう。そうした思考法をと
りあえず完成させたのがこのアダム ・スミス。彼の本はとて も読みやす くかつ論理的で、も
のの考え方を学ぶ上でも役に立つ。僕が読んだのは岩波の旧訳だが、岩波の新訳は読みにく
いので、それよりは大河内訳を薦める。現在山岡洋一という翻訳家がこれまでの訳の問題点
を整理 しつつ、新 しい翻訳の出版を準備 している。その出版がなされるまではこちらで訳文
をダウンロードすることがで きる。
 http://homepage3.nifty.com/hon-yaku/tsushin/koten/
・ ジョージ ・ハーバー ト・ミー ド　 『十九世紀の思想運動』河村望訳　人間の科学新社
　　(第一章～第二章)2002年
　本文の二番目の仮説に関しては、ミー ドによるホッブスか らルソー、カントにいたる流れ
の解説(第 一章～第二章)を 読むとより深 く理解できるだろう。ルソーやカントの著作 もぜ
ひ直接読んで欲 しいが、たぶんそれだけを読んでいてもミー ドのようには読めないだろうと
思う。 ミー ドは彼 らの思想を、それを生んだ社会情勢と、他の思想か らの影響関係 という文
脈で読んでいるからである。そういう意味でこの本は、古典をより深 く読むための方法論 も
提供 してくれる。僕は講談社学術文庫版の訳で読んでお り、 もしか したらそちらのほうが読
みやすいか もしれない。大学図書館でなら手に入るだろ う。
・ ヨハ ン ・ホイジンガ　 『ホモ ・ルーデ ンス」高橋 英夫訳 中公 文庫,1973年
・ アー ヴィ ン ・ゴフマ ン　 『出会い:相 互行為 の社 会学 』佐藤毅,折 橋徹 彦訳　誠信書房,
　 　1985年 　　(「ゲー ムの面 白さ」)
　 「遊 び」 として人の文化 を見直す、 とい う発想 を社会学者 の ゴフマ ンはホ イジンガか ら学
んでいる。 ホイジ ンガは遊 びの本質 を 「面 白さ」 に見 て とるわけ だけれ ど、そん なこと余 り
に当た り前 なので、それ以前の人 は別の方向か ら遊 びを分析 しよ うとしていた。で もそん な
当 た り前の ところか ら、 とて も深 い分析がで きることをホイ ジンガは見せ て くれる。 ゴフマ
ンはそ うしたホイジ ンガの考察を さらに発 展 させ てい る。
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　 というわけでぜ ひマルクスを読んで欲 しい。この章で挙げた仮説でいうと、3と4の 両方
を押さえることができてお得である。はじめの一冊を何にするかは正直迷った。この文章の
趣旨から言 うと、思考の結果 を示すものではなく、思考の過程や筋道を示す本の方がよいの
か もしれないが、インパク トを狙 うとこの本だろう。
・ イヴァン ・イリイチ 『脱学校の社会』東洋 ・小澤周三訳　東京創元社　1977年
　たとえマルクスを読んでも、教育についてはほとんど触れられていない。できればそこか




・梅根悟　　『教育の歴史(新 装版)』新評論　1988年、同 『世界教育史(改 訂版)」 新評論
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　　1967年






化(と 言っても僕らがイメージするのは 「高度産業化」だけれど)は 、よりハイレベルな知
識を持った人材 を必要とし、そうした人材の供給のために学校教育が発達 した、と思いがち
なのではないか。


















　僕 らにとって当たり前の存在になっている学校の 「クラス」が どのようにできあがってき
たか、イギリスの教育史の中で明らかにしている。理論 をどのように 「使 う」のかという意
味でも、この文章の読者にぜ ひ薦めたい。比較的つっこんだ内容だが大学生向けで、 とても
読みやすい。この文章の問いに対する一つの解答にもなっている。
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　 小　原:教 育は何のために行われているのかを考える　一教育の社会学入門一
・松塚 俊三　　『歴史のなかの教師一近代イギリスの国家 と民衆文化」山川出版社2001年
　公教育の発展というのは、中央政府による管理 ・統制の伸張であり、〈規制緩和〉が概ね
よしとされ、官僚制の弊害 を良 く知る現代的な価値観から過去を素直に見直せば、きっと様々
な抵抗があっただろうことが想像できるし、事実そうだったようだ。これまで挙げた仮説は、
公教育をく浸透させる〉プラスの力ばか り見ているが、もしかしたら、それは公教育をく浸
透 させない〉マイナスの力の減少によるものだったのかもしれない。
　この本は、イギリスの公教育発生前から存在していた、非常 に小規模で、良くも悪 くも地
元のニーズに柔軟に対応する、「おばさん学校」と呼ばれる民間のく学校〉に特に着目して、
様々なデータを駆使 しこうした葛藤を描きだしている。
　ただしこの本はいわゆる専門書なので、その分野にかなりの知識がある者を前提に、「そ
の業界で当たり前視されてきたような見方をくつがえす」 ことを目的としている。だからこ
うした本 を読む前に、「業界内での常識」 をよくまとめている教科書を読んでおいたほうが
よいだろう。
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